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問　

決
算
審
査
で
「
上
水
道

料
金
の
あ
り
方
は
、
給

水
原
価
が
供
給
単
価
を
上

回
る
現
象
の
解
消
を
」
と

監
査
委
員
が
指
摘
さ
れ
た

が
、
そ
の
見
直
し
方
向
で
、

安
全
で
安
価
な
高
島
上
水

が
守
れ
る
の
か
。

答 

市
長

　

水
道
料
金
は
給
水
に
要
す
る

原
価
を
補
う
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、逆
ざ
や
現
象
を
放
置

す
る
と
、安
定
し
た
経
営
に
支

障
が
生
じ
ま
す
。早
急
に
抜
本

的
な
見
直
し
を
講
じ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問　

市
長
は
、
こ
の
3
月
議

会
に
水
道
事
業
計
画
見

直
し
案
を
議
会
に
示
し
た

が
、
そ
の
内
容
は
。

答 

上
下
水
道
部
長

　

継
続
性
あ
る
事
業
ま
た
は
緊

急
を
要
す
る
事
業
に
的
を
絞
る

こ
と
、そ
し
て
給
水
原
価
と
供

給
単
価
の
逆
転
を
解
消
す
る
こ

と
を
柱
に
、料
金
改
定
を
提
案

す
る
も
の
で
す
。

問　

そ
の
見
直
し
方
向
な

ら
、
市
民
生
活
が
大
変
な

こ
と
に
な
る
。
月
10
㎥

以
下
の
少
量
使
用
世
帯

の
多
く
は
単
身
等
で
年
所

得
1
0
0
万
円
以
下
だ
。

5
0
0
円
の
値
上
げ
で

も
食
費
を
削
る
し
か
な

い
。
こ
の
層
で
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
見
直
し
に
な

る
か
。

答 

市
長

　

日
本
水
道
協
会
が
示
す
「
基

本
水
量
制
は
採
ら
な
い
、水
量

の
多
少
に
よ
っ
て
単
価
が
変
わ

ら
な
い
均
一
料
金
制
」等
を
参

考
に
検
討
し
ま
す
。

問　

患
者
と
家
族
に
優
し
く

接
す
る
訪
問
看
護
4
事

業
所
は
、
自
宅
等
で
療
養

す
る
本
人
と
家
族
の
拠
り

所
で
あ
る
。
役
割
の
存
分

な
発
揮
へ
市
の
取
り
組
み

は
。

答　

地
域
ケ
ア
個
別
会
議
を

設
置
し
、医
師
や
看
護
師
等
の

多
職
種
が
協
働
し
、個
別
の
課
題

分
析
や
介
護
支
援
専
門
員
の
実

践
力
を
高
め
る
等
、地
域
資
源
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
繋
げ
る

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、訪
問
看

護
の
機
能
を
一
層
発
揮
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
内
全
域
で
、
全
要
望

に
応
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

答　

要
望
が
あ
れ
ば
回
数
や

時
間
を
調
整
の
う
え
で
必
要
な

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問　

患
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

事
業
拡
充
と
独
自
事
業
へ

の
支
援
策
は
。

答　

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
と
の
契
約
事
業
や
訪

問
看
護
利
用
の
児
童
へ
の
学
校

訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

看
護
師
は
自
宅
待
機
が

必
要
な
職
種
。
待
機
手
当

が
全
事
業
所
で
対
応
で
き

る
よ
う
市
の
支
援
策
を
。

答　

市
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、待
機
手
当
と
時

間
外
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。ま
た
、夜
間
や
長
時
間
勤
務

と
な
っ
た
場
合
も
、現
場
の
実

態
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
国
保
運
営
の
安
定
的
継
続
を

●
庁
舎
課
題
と
新
市
建
設
計
画

見
直
し
課
題　

他

　

東
日
本
大
震
災
・
巨
大
な
津

波
が
東
北
一
帯
に
押
し
寄
せ
、

多
く
の
人
々
が
亡
く
な
ら
れ

た
。
宮
城
県
南
三
陸
町
の
防
災

庁
舎
か
ら
防
災
行
政
無
線
で
住

民
の
緊
急
避
難
を
最
後
ま
で
呼

び
掛
け
自
ら
犠
牲
と
な
り
、
多

く
の
命
を
救
っ
た
町
職
員
の
遠

藤
未
希
さ
ん
の
気
高
く
畏
敬
の

念
を
起
さ
せ
る
ほ
ど
の
崇
高
な

精
神
は
、
今
も
っ
て
記
憶
に
新

し
い
も
の
が
あ
る
。

　

防
災
行
政
無
線
は
災
害
発
生

時
ま
た
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
時

に
、
市
民
に
緊
急
情
報
を
迅
速

か
つ
確
実
に
伝
達
す
る
も
の
で

あ
る
。そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

問　

個
別
受
信
機
の
更
新

（
市
内
全
世
帯
約
２
万
）

に
あ
た
っ
て
の
経
緯
は
。

答 

政
策
部
長

　

旧
町
村
で
整
備
し
た
設
備
の

老
朽
化
が
激
し
く
、
更
新
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

問　

本
無
線
は
デ
ジ
タ
ル
同

報
系
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
期

待
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
と
ア

ナ
ロ
グ
地
域
振
興
波
併
用
方
法

を
採
用
し
て
お
り
、
地
域
振
興

波
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

各
区
・
自
治
会
単
位
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

問　

更
新
に
あ
た
り
、
本

無
線
の
整
備
工
事
の
総

事
業
費
お
よ
び
財
源
内
訳

は
。

答　
概
算
で
、総
工
事
費
は
9

億
６
千
７
５
５
万
２
千
９
５
０

円
で
す
。
内
訳
は
、
国
庫
補
助

金
が
約
6
億
5
千
万
円
、
市
費

が
約
３
億
円
で
す
。

問　

本
無
線
の
運
用
は
、
市

民
の
声
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
べ
き
。
市
民
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
フ
ル
に
活
用

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。

答　

よ
り
一
層
の
有
効
な
運

用
を
図
る
べ
く
、
前
向
き
に
検

討
し
ま
す
。

問　

高
島
市
を
襲
っ
た

台
風
18
号
は
、
南
鴨
地
区

を
は
じ
め
各
地
域
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。 

そ
こ
に
お
住
ま
い
の
お
年

寄
り
の
世
帯
や
障
害
を
お

持
ち
の
世
帯
へ
の
防
災
無

線
の
活
用
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
た
の
か
。
目
の
不

自
由
な
方
や
耳
の
不
自
由

な
方
へ
の
対
応
は
。

答 

市
長

　

災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す

る
方
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
市
で
は
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
を
作
成
し
、
１
千

名
強
の
要
支
援
者
を
把
握
し
て

お
り
、
こ
の
情
報
は
、
自
治
会

や
民
生
委
員
等
、
支
援
を
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
と
共
有
し
ま

す
。
こ
の
名
簿
を
３
月
中
に
整

理
し
直
し
、
４
月
以
降
、
さ
ら

に
要
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

予
定
で
す
。

地
域
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

つ
な
げ
る
た
め
、活
動
を
展
開
し
て
い
る

事
業
所
が
役
割
を
発
揮
で
き
る

環
境
作
り
へ
、市
の
取
り
組
み
は
？

答

今後も安全･安価な上水が守れるのか？

早急に抜本的な見直しを講じる
答

日本共産党高島市議団
森脇  徹  議員　代表質問

上水道
供給

訪問看護ステー
ションを

市民の宝に

運
用
方
法
に
市
民
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
活
用
し
て
み
て
は
？

前
向
き
に
検
討
す
る

答

大日  翼  議員

防災行政無
線

皆様の声を 高島市政に




